
春号春号
発行者：〒560-0021 豊中市本町4-1-8  TEL：06-6849-5298（代） 豊中 織元 令和8年2月発行

vol.57

2026年

すっきりとした
琉球絣は単衣になさっても

木版更紗の帯で
軽やかに

廣瀬草木工芸の
美しい織物に
寺谷昇作「桜」

花の季節を楽しむ装い
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古典絵巻に誘う
御所解文様

レモン色の帯で
爽やかに

手描きの縞は
粋さも和らぎます
葵の染帯で
浪漫派風に

都会的な大人色の
更紗小紋

深い緑の帯で
スタイリッシュに

●阪急豊中駅から織元本店へは徒歩4分 信号
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　唐の詩人が読んだ異国の昔と変らずに
現代のわたしたちも春になれば

　野の花が咲き乱れた花畑を錦にあらわそうとしたり
エメラルドのように澄んだ薄絹をなんとかして織ってみようと
命溢れるこの一瞬をとどめておきたくなります

　早春ならではの色や文様をまとったり
帯締めにひとすじ春色を添えるだけで  景色がふっと華やぎ
歩く道のりまで軽やかに変わっていきます

　季節を託したコーディネートで  春を迎える小さなお出掛けへ
新しい季節の始まりを  きものとともに楽しんでいただけましたら
幸いです

野草芳菲たり紅錦の地　遊糸繚乱たり碧羅の天
禹錫（うしゃく）

円窓に季節の花が
描かれた
優しいたまご色の小紋



環境にやさしい植物油インキを使用しています。

お客様から

きものと出逢いと

ご卒業おめでとうございます

春のお慶び　お茶席に

入学式と七五三で着用しました
あたたかい雰囲気がお気に入りです
尾長鶏も縁起がよくお祝い事に
ぴったりだと思い選びました

三畳台目の茶室
「無端庵」での茶道体験
ゆったりと心落ち着く空間で一服
肩肘はらずにお茶の世界へ
お着物でご参加いただけると
幸いです

楚々とした桃色に
パステルの美しい雪輪

織元オリジナルのお着物です

婚礼調度品の中でも
王朝の雅を伝える
貝桶文様

さくらさくら
春の訪れと共に開花して
山里を一斉に彩り
瞬く間に散ってゆく
潔さ  儚さ

左上　ピンクベージュに
はらはらと散る花びら
単衣の羽織に
素敵です

4月 9 日（木）
4月11日（土）
11時～  13時半～  15時半～　
参加費1,500円　要予約

初めての方、お子様も大歓迎
『喫茶去』のご案内

orimoto.toyonaka
織元
着方教室 ところ

と　き

織元記念館
毎週木曜日・土曜日

受講料 6,000円／4回

・10時～12時・14時～16時




